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間本足量三監事警樹醸の性紫
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日本路:~L~さコいての研究のー潔として参釘の引抜き訟坑lf関して試総した。今El とりあげ

た議僚はスヰfp ヒノキ， アカマツ JJ アプいりニc'/マツのをI'}i~枯If)j である。試験万波~;t }15 土日jねとよった

がぬ〈交のJ訪米でおのfTÌ!.~み長谷そ !!.rz 7，_~ f ;:_, t3\iË免も;了なった。影の :}j~るみ r:Lii~立板良市，まさ町民水口 '~Iü(J) 3 

とおりであるが，そのゑも切らかであり，まに向。儲援における J! :t友会抵抗〈と容;後 "11 Z の関係を検討し t:::

主'1;持L
'1'本， '、少 あるカd~ あることがわかった。

ゑ試験方

1. í:共試材

{共試キまは天然乾燥したものであるが， とれ宅5・一定刀法，たで (50111111) X よ ζ(50mm)x 長さく120mm)

iと木取りい f笠間滋 t~i1illl祭l( 3 ̂'~ G か月間lí士殺したもので，
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2. 釘の引抜き抵抗試験婆矯

試験姿僚は次lと三五ず木材の室f引抜き抵抗試験方法 CJIS Z 2121 (1慌の) iとI'íf\拠した 1)

a) ~試江式tJ&験会体 iはまI紙構正誌白断l磁鼠i正E二方む

板践;陀とおいて， n打込みによる待jれが水口 i己途ずる場合には3 試験体の材主主をえ室主主大きくするものとする。

b) 試験体はその村手訟を繊維方向 P::: 3JZiïーになるようにする。

c) 試験I百H立フドロヲまさ gおよび板呂とする。ただしs 板[Jの場合l立木炎とするの

d) ζの試裁に用いるわ1ま JIS A 5508 (鉄丸釘) ~とîJ\I，j主ずる o N 45 (長さ 45mm，筏 2.41mm) と

する。

日〉 主了の打込み本数はまさ g ， ;彼自のそれぞれ 2 本，両?に口;乙 L4:ずつ合計 6ï伝とする。

f) ;tTの打込み{立竣 (zr批r廷の FJJ罪者および河辺からのE階的

はほぼ関 l のようにずる。

g) 主Hま試験衝に夜釣;と会長の約2/3 (約30mm) を打ち込

むものとする。

h) ζの試験では重量k)350g 0:コハン"7~で3 毎@の打込み

長さがほぼi河凝:&[になるように，打込み回数 5 r- lO[日}句で所定の

災さだけ}jち込むことぞィ31惨とする。釘を打ち込なには幾三その

図 L 釘の打込み件、言霊 補助主主をよ11いる乙とが5設立しい。

i ) エjZf句引抜き法Eむまt4の授軟に応じて毎分的~30kgとする。

j) ζの試験ではつぎの事議後決定する。木材。鴻J引抜き附!G (強ウロヰ， p; 釘の引抜きに婆すcm. t 

る最大荷&( (kg) , 1: 釘の打ち込まれた長さ (cm) 。

以上が ]13 続絡であるが， 釘を打ち込むとさき主了が曲がる理主れがある ζ とを考慮して， 本試験では釘

を打ち込む紛 iと予儲穴をドり jレであげた。…般に予備穴と 51設さ抵抗の関係は，薬草案の総泉iとよれば，穴

援に対する釘の伎の比の綴が，おおよそ 0.7九 0.8のとき引抜き抵抗は完走大となるといわれている鉛。した

がってP 筏 2‘ 41mmの室了lζ対し1. 8mm怒の予備穴与をp 議了の打込み長さが30mmのときは25mm， 20mm 

のときは 15111111 の突きにあげた。

3. 苦!凝り試霊長機

nぞ引き抜く iζあたって iふオJレゼンの 500kg の強度試験機そ消いた。

3, Z窓験結果および考察

1. 引抜き抵抗

樹種， .Í]主;地Jj lj単位長当りのおAの引抜き援抗 (P/l) kgfc111 (丸表 2 のとおりであった 8 すなわち， 1iせ穏

別iこ比較した場合s yE ラマツ， γ ブj マツがブえきしスギが設も低く p ヒノキ，エゾマツ i立中佼であった。

またアカマツでは， !素地により大きく授がついた。釘を打ち込んだ阪による室長i玄関らかで抵抗伎のコえきさ

は，板 êl ，まさ[J，ホuの阪であった。

2. 打込み長さと引抜き抵抗

事了の打込み奈さとれ抜き抵抗との関係について，税関らは実験で次のような関係式号告示している。
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なるものか安比較するための実験を行なった。 ζの場合の釘のすTi'、み長さは 20mm とした。;&3 fとその

絞自主菱iりと結果を示す。 ζれらの結果;とよれば，アカマ九スザドでは切ら

ヒ/キ，::r:. ゾマつノ p カラマツではF弱者の閣iとはほとんど援がないか，あるいはぺて大きい{直そ子がしたが》

逆lとわずかながら板E33援の方が板日表より大きかった。

引抜き抵抗僚と供試材の気乾容穣重量，年輪揚足置との潟f系

同一条符fヴ行なった釘の 51放さ抵抗試験結果において，抵抗儀が!滋 2 iと示したどとく穏当な線開にばら

5. 
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図 4. (つつき〉

ついたが，この原[s!が供試材、の条件，すなわ

1) 気乾主主穣塗;および抵抗儲の波数分布

よるものかどうかの検討会試みた。

反13 {こはE定地時ij ， 区j 4!とは同じく r} it友さ抵抗伎の皮数分布を7f: L，

だ c これらのがî!{~ では容積援のパラツキが大きいアカマツ，熊本のスギおよびエゾマツ，カラマツについ

ては 51抜き抵抗のパラツヰも大きいことがわかった。 反対 lむ[七TIK(})パラツキが小さい東京，秋日の，ス

Jドおよびヒノキでは'3 lt友き抵抗のバラツキはノJ\ さかった。

2) 容積主主，年輪憾と引抜き抵抗鋭との相関

li}l:fill, ，]主民主カ玄関じでも釘の 5!抜き抵抗が変わるのは，供試料の容積fを，およびiF翰密皮が影響するもの

と考えられる。針葉樹の場合， -1引責震と、?とj長ト輪悩との九iHこはお互いに逆lt告ûの濁{剰とあるととが擬定で

きるが，お互いに溺速し合うこれら 2 ヨ i抜きか;.{Jth' ， どのような関係にあるかを検定するには，

Y"'" (i 十 bXj+cX2 の:長回帰式を惣;どすることが適当と渇えられる Q この場合， )(J.:.容積立主 (g/cm3) ， X2: 

平均停戦Niî (mm) , Y: 釘の i]lf反き抵抗 (kg) とする。お樹殺についてi1f'地;:JIJ，会JO)J1iるみ llii3 1J R: 主主図

録式の P検定および推定舗の事票数誤差を求めた。なお定数 a， b, c の俄およびそれの t 検定， さらに X1

と Y， X2 とに Jむと X2 のそれぞれの相関係数をおtiおし，乙れらを表 4 fζ示した。草、 lïj]帰王立の F検定で

危険率 196-で内二怠なものが大半であったことは，恕定 Lた意図;印式が妥当であったことの裟Hけとなるっ

そこで7有回帰式の F検定で，危険率 1%でコ釘:訟でないものには，東京のアカマツのまさ fl函，東京のスギ

のフ忙し]rHj ， ヒノキの絞首 [fiÏ，まさお部， カラマツのまさ[!I認があるが， とれらについては定数 b， c の俗

々の t 検定においてもそのi'T主主:止はなしまた X1 とに X忽と Yのキilly1 Jj(も低いつっさずに Í宣 löj ;\帯式の

F 検定で危険率 1%で有怠であコたものでも，推定1lhlの主主準誤五二が母策関口J平均値比)20がJよししになったも

のに大奴のアカマツ玄さ回 iüi，熊本のスギのまさ m尽カラマツの木 IJ [liíがある。 ζれらについてはたと

え定数 b， c の t 検定で危険率1)ちで有窓であっても， J 述の玄関 1帯式を当てはめるととはできないとい

。
ャ
円
ノ

よ牙
一

以 i のごとき検討の結果，一部を除き大半のものが， Y~~a+bXl +cX2 の設回帰式iとより妥[0)目抜き抵

抗をf設定することができるといえる。そして釘のき[抜合法抗 (y) 在推定するのに，:;0:騒君主 (X1) と年半島

鰯 (X2) の関与する ili-ìl 合を比絞した場合F ほとんどが定数 c における t 検定の有意性より ， b の場合の々、

がその;符:怒肢もきわめて明白であり，また X1 と Yの相関係数の f訟も X2 と Yの相関係数、他よりも明ら
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比重，年始縞と引抜き祇むL との椴穏関係

係

0.65 
-0.53 
~O. 51 

関

-0.72 
-0.42 
-0.53 

島署相

O. ?7 
0.79 
0.71 

表 4‘

森n 
Fヨ

中対

アカマツ

議
日
品
∞
中

094/ 
-0.12 
-0.34 

-0.59 
-0.43 
-0.54 

-0.09 
O. 10 

-0.05 

-0.44 
-0.42 
O.4� 

0.69 
0.62 
O. 18 

0.31 
0.81 
0.78 
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意有明Lv
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þ..~iT.入、すく戸 σ 〆マ下 ，，，， cg
J 仁王~*守、 J)び L '~ヨ，8.、

本巴
rてi
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f' 

."+-

ノ

ス

ヒ

な 17

0.03 
0.12 

0.42 
0.20 

-0.59 

o t.C; 

O~ 14 
-0.21 J'['i:i捻率 196で:有怠

liff 

注) y=α十 bXl +cxz において
X1 : 容f5霊， X2 ・平均年輪車ifL Y: 0 \1空き抵抗。
糾は t 定Æ~ごおいて危険率 1 %. *は 5%で有志。

3ζ 



1I;J<ì8Lt.婆樹磁の佐賀 釘江〉引抜き祇抗( 1) (研究資料 ì (;)¥[/.6D 内
。

かに泌いことがわかった。ぷ 4 からの釘打込み]i[j別 lこ X1 と Y， X2 と Y の相関投!係をj主iりをした場合，板

包 r!JIV: :fjち込んだ場合が.LJ己のし γずれもが最も )Uj しまさ日間，木 11両立) I吸であった。以[-.のことから釘

の:; I 抜き fí.tH と ~rrfえも年11Íû'l!1， l との締罰関係、そ絵討したidiLLf↑輸似の25日併は期待 iζ 反し少なく 2 その樹

;YIT~の ~i~ :f;JiTEがノにきく関与することがわかフた。

摘要

本郊f!:i'円安 l iIl'払'1 1)) 5 fjJ ;fcfiについて，長TCI) iJ I jノスさ l;jtl~主〆会行なった c

1. 引技会抵抗を樹fÜ}]lJtζ 比較した jぷ合，カラマツ，アカマツ 1/'大きしスギが最も{g;く，ヒ/キ，エ

ゾマツがrlJ{立であっ fこ 0

2. 鉱の打込みよ之さ会 20mm と 30mm :C分けた滋 f:~，中心:U乏 ~'í たり í]! t反きが~VL(土 j寸込みゑ::; :~Olll m (7) 

ノむがややたきかった υ

3, :r í 込み iìííを板目， まさド1， オ:!J lfii と分けたj品 Ú， t夜間[iüに打ち込んだ場合の引 tk さ j附JLが査をもお

く，次いでまさ白 rllî ， 本:[)jf;]とな「たり

4. 歩TO) ~i彼き ilIj加古(;):問…樹 FITでかなりの犯し!l1 Vぱらついたが， ζ れの原因が;年限度.1:下車ù佼!互にめ

るのではなかろうかと検討したがi W:， 主|の引抜き抵抗lご手~h'i i]が大きく衡 t子ずることが liJ!らかであったっ
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